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所在地   掛川市西大渕　龍
りゅうみんじ

眠寺

　龍眠寺には横
よこ

須
す

賀
か

藩
はん

主西
にし

尾
お

家代々の墓が残されている。
横須賀藩での初代藩主は天和２（1682）年、信

しな

濃
のの

国
くに

小
こ

諸
もろ

藩
はん

より移封となった忠
ただ

成
なり

である。以来忠
ただ

篤
あつ

まで８代にわ
たって幕末まで横須賀藩主を務めた家柄である。
　墓塔は東側より忠成の祖父忠

ただ

永
なが

、父忠
ただ

照
てる

、忠成、忠
ただ

尚
なお

、
忠
ただ

需
みつ

、忠
ただ

移
ゆき

、忠
ただ

善
よし

、方向を東向きとして忠
ただ

固
かた

、忠
ただ

受
さか

の９基
が整然とならべられている。忠永から忠尚塔までと灯籠が
ピンク色の伊豆安山岩製、忠需と忠善塔は凝灰岩（埼玉大

おお

谷
や

石
いし

？）製、忠利塔は砂岩製、忠固と忠受塔は安山岩製で
ある。忠永から忠尚塔までの石質が類似することと、忠尚

塔が中央に配置されて
いることから見て、忠
需が初回の再整備を行
い、以後造塔を続けた
墓所と思われる。
参考文献

「静岡戦国武将墓巡り」  
2011 年  岩堀元樹  羽衣出版

所在地   掛川市小貫　意
いしょういん

正院

　天正２（1574）年、武
たけ

田
だ

勝
かつ

頼
より

が高天神城を攻めると、
城主であった小

お

笠
がさ

原
わら

長
なが

忠
ただ

（信
のぶ

興
おき

）は勝頼の軍門に降った。
これに対して、一族のなかの小

お

笠
がさ

原
わら

義
よし

時
とき

、良
よし

忠
ただ

は城を出
て徳川家康の家臣となった。義時は清

きよ

広
ひろ

の長男、良忠は
義時の長男である。良忠は後に紀州徳川家の祖となった
徳
とく

川
がわ

頼
より

宣
のぶ

の家臣となり、享年 53才で没している。
　供養塔は意正院裏山の墓地のなかにまつられている。
ごく最近整備された供養塔であり、左が義時、右が良忠
の供養塔とされている。

参考文献   「静岡戦国武将墓巡り」  2011 年  岩堀元樹  羽衣出版

所在地   磐田市新貝　連
れんじょうじ

城寺

　大
おお

草
ぐさ

氏
し

は徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

の家臣であった。大草一族の墓塔が
連城寺西側の山腹の墓地内にまつられている。南向きに
コの字形に配置された墓塔群のうち、西側に存在する五
輪塔を刻み込んだ舟

ふな

形
がた

墓
ぼ

塔
とう

（後
こう

背
はい

五
ご

輪
りん

塔
とう

）４基が古いも
のである。西列の手前が正

まさ

家
いえ

夫婦、正面の左端は正
まさ

信
のぶ

夫
婦の合葬墓塔である。正家は家康に仕えた後、鎌

かま

田
た

の地
の代官を務めた。元和５（1619）年に没すると、はじめ
は鎌田の墓地に葬られたが、連城寺に改装されたという。
正家の長男である正信も引き続きこの地の代官を務め、
元禄３（1690）年、享年 84才で没した。

　舟形墓塔はいずれも
伊豆安山岩（伊豆石）
製で、後に砂岩製を含
む笠

かさ

塔
とう

婆
ば

に変遷するよ
うである。
参考文献

「静岡戦国武将墓巡り」  
2011 年  岩堀元樹  羽衣出版

所在地   掛川市上土方嶺向　高
たか

天
てん

神
じん

城
じょう

馬
うま

出
だし

曲
くる

輪
わ

　本
ほん

間
ま

氏
うじ

清
きよ

と丸
まる

尾
お

義
よし

清
きよ

はともに丸尾和泉守の子で、後に
氏清が本間家に養子に入った。本間家と丸尾家は親戚筋
で、袋井市の欠

かけ

ノ上
うえ

村
むら

や小
お

野
の

田
だ

村
むら

を領地としていた武将
である。戦国時代には徳

とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

の家臣として、高天神城
の防備にあたっていた。天正２（1574）年、武

たけ

田
だ

勝
かつ

頼
より

が
攻めてきた際に、兄弟ともに高天神城の防備の要である
堂
どう

の尾
お

曲
くる

輪
わ

を守っていた。勝頼方の穴
あな

山
やま

梅
ばい

雪
せつ

らの猛攻に
遭い、二人とも討ち死にをし、氏清 28才、義清 26才の
ことであった。
　供養塔は二の丸と堂の尾曲輪間の馬出曲輪に建てられ

ている。かなり後の世
に建てられもので、高
天神城の戦いの記念碑
的な意味もつ供養塔で
あろう。
参考文献

「静岡戦国武将墓巡り」  
2011 年  岩堀元樹  羽衣出版

所在地   掛川市西大淵　淨
じょうせんじ

泉寺

　久
く

世
ぜ

氏
し

は三
みかわのくにぬかたぐん

河国額田郡出身の武将で、徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

の家臣であっ
た。墓塔群は淨泉寺裏山に 24基が残されている。最も古い
ものは中央に配された長

なが

宣
のぶ

夫婦と広
ひろ

宣
のぶ

夫婦の舟
ふな

形
がた

墓
ぼ

塔
とう

である。
長宣は永禄６（1563）年、三河一

いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

の際に家康に敵対し、
討ち死にした。その子の長宣の代に赦され再び家康の家臣と
なり、後に大

おお

須
す

賀
が

康
やす

高
たか

の家臣、大須賀衆として活躍し、寛永
３（1626）年、享年 66才で没した。笠

かさ

塔
とう

婆
ば

形の墓塔なかで
古いものは広宣の長男広

ひろ

当
てる

の墓塔で、万治３（1660）年、享
年64才で没している。
　舟形墓塔はいずれも伊豆安山岩（伊豆石）製であるが、笠
塔婆のなかには砂岩製のものも含まれる。なお、長宣夫婦塔

の形は江戸時代前期の
ものであるため、広宣
塔とともに広当が建て
たと考えられる。

参考文献

「静岡戦国武将墓巡り」  
2011 年  岩堀元樹  羽衣出版

所在地   和歌山県高野町　高
こう

野
や

山
さん

奥
おく

の院
いん

　高野山奥の院には、織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

や武
たけ

田
だ

信
しん

玄
げん

などの戦
国武将や、近世大名の巨大な供養塔が林立している。
弘
こうぼうだいしびょう

法大師廟に至る参道の途中に、北
ほうじょううじしげ

条氏重の供養塔も存
在しているので、ここで紹介したい。
　氏重の供養塔は花崗岩製の大

おお

型
がた

五
ご

輪
りん

塔
とう

で、基壇の蓮
れん

華
げ

文
もん

は上下二段となる高野山型五輪塔の形態を示している。高
野山での大名供養塔の形式は、上

うえ

杉
すぎ

謙
けん

信
しん

墓は木
もくぞうびょう

造廟、福井
の結
ゆう

城
き

秀
ひで

康
やす

墓は石
せきびょう

廟となっているが、基本は石造五輪塔で
ある。石材も結城秀康墓の石廟のように領国方面から持ち
込んだ笏

しゃく

谷
だに

石
いし

製は例外で、多くは畿内産の花崗岩製である。
江戸時代の奥の院は近
世大名から見て聖なる
霊場であり、中世から
続いた納

のう

骨
こつ

信
しん

仰
こう

が巨大
な供養塔として形を変
えて出現したものと考
えられる。

西
尾
家
墓
塔
群

小
笠
原
義
時
・
良
忠
供
養
塔

大
草
家
墓
塔
群

本
間
氏
清
・
丸
尾
義
清
供
養
塔

久
世
家
墓
塔
群

北
条
氏
重
供
養
塔

西尾家一族の墓塔群

小笠原義時・良忠の供養塔

大草家墓塔群

本間氏清と丸尾義清の供養塔

久世家墓塔群

高野山北条氏重供養塔
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古
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図
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源
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）※図中の番号は前ページの紹介および展示パネルの番号と対応しています。　※寺が管理している場所もありますので、一言ことわってから訪ねてください。
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所在地   袋井市三川　積
せきうんいん

雲院

　源
みなもとのともなが

朝長は平治の乱で平
たいらのきよもり

清盛に敗れた源
みなもとのよしとも

義朝の次男であ
る。朝長は父義朝とともに京都から東海道へと落ちのび
る途中で、落武者狩りにあい受けた矢傷のため自害して
はてた。京都でさらされた朝長の首を家臣である大

おお

谷
やの

忠
ちゅう

太
た

が夜のやみにまぎれ、故郷の大谷村に持ち帰り供養塔
を建てたと伝えられている。
　現在、積雲院参道入口に所在する３基の五

ごりんとう

輪塔は、江
戸時代の絵図を参考にすると、向かって左側が義朝、中
央が義

よしひら

平（朝長の兄）、右側が朝長の供養塔と考えられる。
この五輪塔は、緑色凝灰岩製（焼津市当

とうめいし

目石）で、鎌倉
時代末期に制作された
と考えられ、覆堂のな
かで大切にまつられて
いる。
参考文献   「袋井市史　通史編」  

1983 年  袋井市

所在地   袋井市浅名　了
りょうきょうじ

教寺

　小
お

笠
がさ

原
わら

氏
うじ

清
きよ

（氏
うじ

興
おき

）は今川氏の家臣である春
はる

茂
しげ

の長男
で、春茂の隠居により天文 11（1542）年、高

たかてんじんじょう

天神城と
馬
まむしづかじょう

伏塚城の城主となる。その後、徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が遠江国を支
配するようになると、氏清も家康の軍門にくだった。永
禄 12（1569）年に馬伏塚城で没した。享年 41才であっ
た。竹

たけだじゅううえもん

田重右エ門は天正２（1574）年の高天神城落城後、
家康の家臣である大

おお

須
す

賀
が

康
やす

高
たか

の配下となった。康高によ
り氏清を弔うために了教寺の建立を命じられた。
　氏清と重右エ門の供養塔は、了教寺の本堂向かって左側
に並んで建っている。氏清は花崗岩製五

ご

輪
りん

塔
とう

、重右エ門は
砂岩製宝

ほうきょういんとう

篋印塔などを
集めたものであるが、
基礎に重右エ門の戒名
が確認されている。
参考文献

「静岡戦国武将墓巡り」  
2011 年  岩堀元樹  羽衣出版

所在地   袋井市久能　可
か

睡
すい

斎
さい

　井
い

伊
い

直
なお

勝
かつ

は井伊直
なお

政
まさ

の長男で、上
こうずけのくにあんなかはん

野国安中藩の初代藩
主である。井伊直

なお

好
よし

は直勝の長男で、掛
かけ

川
がわ

藩
はん

初代藩主で
ある。ちなみに、直政の次男直

なお

孝
たか

が、彦
ひこ

根
ね

藩
はん

二代藩主と
なる。直勝は寛文２（1662）年、享年 73 才、直好は寛
文 12（1672）年、享年 55才で、いずれも掛川城にて没
した。
　墓塔は可睡斎の本堂西側の高台にある五

ご

輪
りん

塔
とう

が直勝、
境内地西側の住職墓付近にある五輪塔が直好の墓塔であ
る。いずれも、伊豆安山岩（伊豆石）製五輪塔で、灯籠
なども備えられている大名墓としてふさわしいものであ

る。とくに、掛川藩主
である直好の五輪塔
は、高さ４ｍ近い巨大
な五輪塔である。
参考文献

「静岡戦国武将墓巡り」  
2011 年  岩堀元樹  羽衣出版

所在地   掛川市山崎　撰
せん

要
よう

寺
じ

　小
お

笠
がさ

原
わら

清
きよ

広
ひろ

は春
はる

茂
しげ

の三男、義
よし

頼
とも

は四男で長男が氏
うじ

清
きよ

（氏
うじ

興
おき

）である。いずれも家康配下の武将で、清広は寛永
８（1631）年 91 才、義頼は慶長 18（1613）年 79 才
で没している。撰要寺墓地の中程の西側に並んで建てら
れ、いずれの墓塔も花崗岩（岡崎産）製五

ご

輪
りん

塔
とう

で、地輪
に戒名が刻まれている。
　小笠原氏

うじ

信
のぶ

は義頼の次男、重
しげ

次
つぐ

は三男である。義頼と
ともに家康の家臣として使えた。氏信は天正 12（1584）
年の小

こ

牧
まき

長
なが

久
く

手
ての

合
かっ

戦
せん

の時に討ち死にした。重次は文禄２
（1593）年に没している。撰要寺墓地の北西隅に並んで

建てられている。いず
れの墓塔も花崗岩製五
輪塔で、地輪に戒名が
刻まれている。
参考文献

「静岡戦国武将墓巡り」  
2011 年  岩堀元樹  羽衣出版

所在地   袋井市木原　長
ちょうめいじ

命寺

　笹
ささ

田
だ

源
げん

吾
ご

（篠
しの

田
だ

源
げん

五
ご

）は武田家の家臣で、天正６（1578）
年、武田方の拠点城郭である高

たかてんじんじょう

天神城から、徳川方の領
地に偵察を行うべく派遣された。
　木原村まできたところ、許禰神社の神主である木

き

原
はら

吉
よし

次
つぐ

に討ち取られた。このことを聞いた徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

はたいへ
ん喜び、吉次に感謝状を与えたと伝えられている。その後、
木原村が災害や疫病にたびたび見舞われたため、村人は
源吾のたたりが原因と考えて、供養塔を建て念仏供養（木
原大念仏、市指定）を始めたといわれている。
　長命寺に現在残る供養塔は、戦国時代の砂岩製の

宝
ほうきょういんとう

篋印塔の部材など
を寄せ集めたもので
ある。
参考文献

「静岡戦国武将墓巡り」  
2011 年  岩堀元樹  羽衣出版

所在地   掛川市山崎　撰
せん

要
よう

寺
じ

　本
ほん

多
だ

康
やす

重
しげ

は宏
ひろ

孝
たか

の長男で三河国岡
おか

崎
ざき

藩
はん

の初代藩主であ
る。慶長 16（1611）年、享年 58才で没した。康

やす

紀
のり

は康
重の長男で岡崎藩二代藩主である。元和９（1623）年、
享年 45才で没した。忠

ただ

利
とし

は忠
ただ

紀
のり

の長男として生まれ、父
から引き継いだ岡崎三代藩主を務め、正保２（1645）年、
享年 46才で没した。墓塔はいずれも花崗岩（岡崎産）製
の巨大な五輪塔である。
　いずれも横

よこ

須
す

賀
か

藩
はん

とは関係がない人物であるが、正保２
年、岡崎藩主から横須賀藩主となった忠利の六男利

とし

長
なが

が
整備したものと思われる。康重や康紀の五輪塔や灯籠の形

態は、江戸時代の古い
段階のものに見えるた
め、これらの五輪塔を
利長が岡崎から運んで
きた可能性がある。
参考文献

「静岡戦国武将墓巡り」  
2011 年  岩堀元樹  羽衣出版

所在地   袋井市春岡　林
りん

光
こう

寺
じ

裏

　戦国時代、宇
う

刈
がり

七ヶ村に住んでいた武将である通称宇刈七
騎のうち、市

いち

場
んば

の村
むら

松
まつ

家の墓所が、林光寺西側に残されてい
た。比較的古い時代の墓塔と仏像、灯籠が、近年林光寺の裏
に移築された。移築された墓塔はいずれも舟形で、古いとこ
ろから天文 17（1548）年没の茂

しげ

国
くに

とその妻の２名 1基墓、
天文 19（1550）年没の茂

しげ

堯
たか

１名１基墓、慶長 11（1606）
年没の武備とその妻と慶長15（1610）年没の武倫３名1基墓、
慶長14（1609）年没の武

たけ

行
ゆき

とその妻と式倫の妻の３名１基墓、
貞享４（1687）年没の秀

ひで

茂
しげ

とその妻の２名１基墓の５基であ
る。茂国と茂堯の墓塔は砂岩製、それ以外は伊豆安山岩（伊
豆石）製である。墓塔の形態からいずれも天文・慶長期まで

遡るものではないため、
灯籠に刻まれた寛文８
（1668）年に整備され
た以後の墓塔群だと思
われる。
参考文献   「袋井市史　通史編」  

1983 年  袋井市

所在地   袋井市山崎　宗
そう

有
ゆう

寺
じ

　三
み

浦
うら

宗
そう

有
ゆう

（義鎮）は今川家臣の小
お

原
はら

鎮
しず

実
ざね

の子であるが、
後に三浦家の養子となった。三浦家も今川家の重臣で、
宗有は氏

うじ

真
ざね

の代に重用された。永禄 11（1568）年、武
たけ

田
だ

信
しん

玄
げん

が駿河国に攻め入ると、藤枝市花
はなざわじょう

沢城も落城し、
たて籠もっていた宗有は落ち延び、高

たかてんじんじょう

天神城の小
お

笠
がさ

原
わら

長
なが

忠
ただ

（信
のぶ

興
おき

）を頼ったが、逆に攻められ岡崎の沓
くつ

掛
かけ

原
はら

で一
族 75名とともに自害して果てた。
　宗有寺の境内の北西隅には宗有と妻菊

きく

鶴
つる

を弔った供養
塔がまつられている。供養塔は緑色片岩の自然石で、か
なり後に建てられたものであろう。

参考文献

「静岡戦国武将墓巡り」  
2011 年  岩堀元樹  羽衣出版

所在地   袋井市堀越　海
かい

蔵
ぞう

寺
じ

　今
いまがわりょうしゅん

川了俊は駿河守護の今川範
のり

国
くに

の次男で、俗名は貞
さだ

世
よ

である。了俊は足利幕府のなかで侍
さむらいどころ

所の長官などの要職
にあり、応安 3（1370）年には九州を束ねる九

きゅうしゅうたんだい

州探題の
職についた。応永２（1395）年には讒

ざん

言
げん

により九州探題
の職を解かれたが、駿河半国を与えられ遠江国に在住し
た。その後、了俊の養子となった仲

なか

秋
あき

が堀
ほり

越
こし

氏を名乗り、
現在の海蔵寺に館があったといわれている。
　海蔵寺墓地には、寛延２（1749）年８月 28日に建立
された「当山開基今川了俊大居士」と刻まれた、砂岩製
四角柱の供養塔がまつられている。この供養塔が了俊没

後 333 回忌に建てら
れものならば、了俊の
没年は応永23（1416）
年ということになる。
参考文献   「袋井市史　通史編」  

1983 年  袋井市

所在地   掛川市山崎　撰
せん

要
よう

寺
じ

　  森町森　梅
ばい

林
りん

院
いん

　大
おお

須
す

賀
が

康
やす

高
たか

は徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

の家臣で、家康の命により武田方に
降った高

たかてんじんじょう

天神城を攻めるため、天正６（1578）年、馬
まむしづかじょう

伏塚城
を廃し、横

よこすかじょう

須賀城が築城され、城主に任命された。その後、家
康とともに甲

こうしゅうせ

州攻めや小
こ

牧
まき

長
なが

久
く

手
ての

合
かっ

戦
せん

に従軍し、天正16（1588）
年、62才で没した。康高死後は忠

ただ

政
まさ

が８才で家督を継いだ。
忠政は慶長12（1607）年27才で京都の伏見で亡くなった。
　両名の墓塔は撰要寺の本堂向かって左側に、高さ４ｍ以上
もある伊豆安山岩（伊豆石）製の宝

ほうきょういんとう

篋印塔がそびえ立ってい
る。両塔とも没年よりかなり新しいため、忠政の子で榊

さかきばら

原家
の養子となった忠

ただ

次
つぐ

が、しばらくして大須賀家の旧領の地に
建てたものと推測される。また、忠政の代に飛地領のあった

森町の梅林院にも、忠
政の供養塔と称される
戦国時代の砂岩製五輪
塔がまつられている。
参考文献

「静岡戦国武将墓巡り」  
2011 年  岩堀元樹  羽衣出版

所在地   袋井市川井　円
えん

通
つう

寺
じ

　袋井市域は江戸幕府の領地（天
てんりょう

領）が多く、川
かわ

井
い

には
陣
じん

屋
や

が置かれていた。
　川井陣屋は現在の原

はら

野
の

谷
や

川
がわ

河川敷にあり、その旧跡は
失われたといわれている。
　川井陣屋の代官を務めた長

は

谷
せ

川
がわ

藤
とう

兵
べ

衛
え

、雨
あま

宮
みや

勘
かん

兵
べ

衛
え

、
宮
みや

崎
ざき

三
さん

左
ざ

衛
え

門
もん

の墓石は、川井の円通寺境内の無縁墓内に
残されている。寺に残されている過去帳から宮崎三左衛
門は寛文８（1668）年、雨宮勘兵衛は元禄７（1694）年、
長谷川藤兵衛は元禄 16（1703）年になくなっているこ
とがわかっている。

　墓石はいずれも砂岩
製の笠

かさ

塔
とう

婆
ば

で、無縁墓
内の最前列にまつられ
ている。右から宮崎、
雨宮、長谷川の順にな
らべられている。
参考文献   「袋井市史　通史編」  

1983 年  袋井市

所在地   掛川市西大淵　本
ほん

源
げん

寺
じ

　井
いの

上
うえ

正
まさ

就
なり

は清
きよ

秀
ひで

の三男、二代将軍徳
とく

川
がわ

秀
ひで

忠
ただ

に使えた武
将で、横

よこ

須
す

賀
か

藩
はん

初代藩主である。秀忠の重臣として出世
するが、寛永５（1628）年、息子正

まさ

利
とし

の縁談のもつれから、
豊
と

島
しま

明
あけ

重
しげ

によって殺害された。享年52才のことであった。
　墓塔は本源寺の裏山東斜面の中腹に建てられてい
る。石柵に囲まれた伊豆安山岩（伊豆石）製の精巧な
宝
ほうきょういんとう

篋印塔である。形態は大
おお

須
す

賀
が

康
やす

高
たか

・忠
ただ

政
まさ

塔によく似て
いるため、没年と近い時期に造塔されたものと思われる。

参考文献   「静岡戦国武将墓巡り」  2011 年  岩堀元樹  羽衣出版

源
朝
長
供
養
塔

小
笠
原
氏
清
・

竹
田
重
右
エ
門
供
養
塔

井
伊
直
勝
・
直
好
墓
塔

小
笠
原
清
広
・
義
頼
・

氏
信
・
重
次
墓
塔

笹
田
源
吾
供
養
塔

本
多
康
重
・
康
紀
・
忠
利
墓
塔

村
松
家
墓
塔
群

三
浦
宗
有
供
養
塔

今
川
了
俊
供
養
塔

大
須
賀
康
高
・
忠
政
墓
塔

川
井
陣
屋
代
官
墓
塔
群

井
上
正
就
墓
塔

源朝長の供養塔 小笠原氏清・竹田重右エ門の供養塔

井伊直勝の墓塔 井伊直好の墓塔

笹田源吾の供養塔 本多康重・康紀・忠利の墓塔

村松家墓塔群 村松茂国と
その妻の墓塔

三浦宗有・妻菊鶴の供養塔

今川了俊の供養塔

川井陣屋代官の墓塔 井上正就の墓塔
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9

8

10

所在地   袋井市袋井　観
かん

福
ぷく

寺
じ

　坂
さか

部
べ

正
まさ

定
ただ

は徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

の家臣である。元亀３（1572）年
の三方原合戦のおり、武田信玄の家臣である土

つち

屋
や

昌
まさ

次
つぐ

の
馬を奪い家康に献上した。また、天正３（1575）年の
長
ながしののかっせん

篠合戦などに戦功があった。天正 12（1584）年の小
こ

牧
まき

長
なが

久
く

手
ての

合
かっ

戦
せん

の際には、家康を裏切り豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

につこう
とした平

ひら

松
まつ

金
きん

次
じ

郎
ろう

の追討を家康から命じられた。袋井で
正定と金次郎が斬り合い、互いに手傷を負い、その後、
金次郎は切腹、正定も手傷が元で命を落したという。
　坂部正定の供養塔とされる石塔が、観福寺前庭北側
にまつられている。石塔は複数の砂岩製石塔の部材が

組みあげられたもの
である。
参考文献

「静岡戦国武将墓巡り」  
2011 年  岩堀元樹  羽衣出版

所在地   袋井市国本　上
じょうがくじ

嶽寺

　北
ほうじょううじしげ

条氏重は保
ほ

科
しな

正
まさ

直
なお

の四男で、北条氏
うじ

勝
かつ

の養子となり北
条姓を名乗る。下総国富

ふっ

津
つ

藩
はん

を始めとし、下
しもつけのくにとみたはん

野国富田藩、
遠
とおとうみのくにくのはん

江国久野藩、下
しもうさのくにせきやどはん

総国関宿藩、駿
する

河
がの

国
くに

田
た

中
なか

藩
はん

などの藩主
を歴任し、万治元（1658）年、掛

かけ

川
がわ

藩
はん

主の時に病没した。
享年 63才であった。
　上嶽寺裏山の墓地の最上段に３基の墓塔があり、向かっ
て左側が殉死した家臣の河

こうのさくじゅうろう

野作十郎、中央が氏重、右側
は氏重の夫人の墓石とされている。墓石はいずれも安政
地震により倒壊し損傷が激しいが、残されている破片か
ら、高さ３ｍ以上になる砂岩製の宝

ほうきょういんとう

篋印塔と見られる。
参考文献

「静岡戦国武将墓巡り」  
2011 年  岩堀元樹  羽衣出版

所在地   袋井市広岡　妙
みょうにちじ

日寺

　貫
ぬき

名
な

氏は井
い

伊
い

氏から分かれた武将で、妙日寺に政
まさ

直
なお

・
行
ゆき

直
なお

・重
しげ

実
ざね

の三代と、重
しげ

忠
ただ

夫婦の供養塔がある。重実の
次男仲

なか

三
みつ

が元久元（1204）年におこった所領争いに敗れ
たため安

あ

房
わの

国
くに

に流され、そこでもうけた子が日
にち

蓮
れん

とする
伝承がある。
　貫名氏三代と重忠の供養塔は、妙日寺本堂東側にあり、
向かって右側の宝

ほうきょういんとう

篋印塔は貫名氏三代、左側の五
ご

輪
りん

塔
とう

は重
忠夫婦の供養塔である。貫名氏三代の供養塔は、奥の崩れ
かかったものが古く、南北朝時代の褐色凝灰岩（焼津市三

み

輪
わ

石
いし

）製で、石野の正
しょうがくじ

覚寺（廃寺）から移されたと言われ
ている。重忠夫婦の供
養塔は、正保３（1646）
年、柳

やぎゅうたじまかみ

生但馬守により
建てられた砂岩製の五
輪塔である。
参考文献   「袋井市史　通史編」  

1983 年  袋井市

所在地   袋井市浅羽　岩
がんしょうじ

松寺

　徳川幕府の崩壊とともに、明治４（1871）年６月 16日、
平
ひら

芝
しば

の陣
じん

屋
や

跡
あと

に入植した旧幕臣である本
ほん

目
め

保
やす

三
ぞう

と神
かみ

谷
や

某
が、一人の娘をめぐり、篠

しの

ヶ
が

谷
や

池のほとりで果たし合い
をおこなった。結果は本目の勝利に終わり、神谷はその
日になくなった。しかしながら、幕末後のことではあっ
たが「喧

けん

嘩
か

は両
りょうせいばい

成敗のご法
はっ

度
と

」の原則から、本目も彼の
兄により切腹を命じられ翌日にはなくなっている。
　両名の墓石は、岩松寺の観音堂向かって左側にある住
職墓北側の山林のなかにひっそりと建っている。東側が
神谷、西側が本目の墓塔である。

両名の墓塔には一日
違いの命日、本目の
墓塔には家紋が刻ま
れている。
参考文献   「浅羽野歴史散歩」  
2002 年  浅羽町教育委員会

坂
部
正
定
供
養
塔

北
条
氏
重
墓
塔

貫
名
氏
三
代
と
重
忠
供
養
塔

本
目
保
三
と
神
谷
某
の
墓
塔

坂部正定の供養塔

北条氏重の墓塔

貫名重忠夫婦の墓塔 小笠原氏信・
重次の墓塔

大須賀忠政の供養塔貫名氏三代の供養塔 小笠原清広・
義頼の墓塔

大須賀康高・
忠政の墓塔

本目保三と神谷某の墓塔

袋井ゆかりの武将の墓を歩く

　袋井市域には、鎌倉時代の源朝長供養塔、戦国時代の笹田源吾供養塔、江

戸時代の掛川藩主井伊直好の巨大な五輪塔まで、様々な時代の武将の供養塔

や墓塔を見ることができます。

　これらの武将の墓を巡ることにより、中・近世の武将の生きた時代の雰

囲気を感じ取ってもらえればと思います。さあ、武将の墓をめざして歩き

ましょう。


